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広報伊丹■２０２１（令和３）年３月１日 第１４４１号（２）

３
月
１
〜
７

日
、「
春
の
火
災

予
防
運
動
」
を

実
施
し
ま
す
。

今
年
度
の
防
火

標
語
は
「
そ
の

火
事
を

防
ぐ

あ
な
た
に

金

メ
ダ
ル
」で
す
。

火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注

意
し
、
次
の
こ

と
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

【
３
つ
の
習

慣
】
▽
寝
た
ば

こ
は
絶
対
や
め

る
▽
ス
ト
ー
ブ

は
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
▽
ガ
ス
こ
ん
ろ

な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず

火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】
▽
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
▽
防
炎
品
の
使
用
▽

住
宅
用
消
火
器
な
ど
の
設
置
▽
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

ま
た
、
市
消
防
局
は
、
同
運
動
に

合
わ
せ
、
３
月
１
日
㈪
午
前
１０
時
〜

正
午
、
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
前
で
同
局
職
員

に
よ
る
街
頭
広
報
を
行
い
ま
す
。

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施

市
消
防
局
は
、
市

内
約
１
千
５００
世
帯
を
対
象
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
調
査
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。回
答
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊

＊

問
市
消
防
局
予
防
課
!

７８３
・
０
７

９
９
。

◆
令
和
２
年
中
の
火
災
・
救
急
・
救

助
概
要
（
速
報
版
）

【
火
災
】
火

災
件
数
は
４９
件
で
、
前
年
比
６
件
の

増
加
で
し
た
。
火
災
に
よ
る
死
者
は

２
人
で
、
前
年
と
同
数
、
負
傷
者
は

１５
人
で
前
年
比
１１
人
の
増
加
で
し

た
。
出
火
原
因
は
、
放
火
（
疑
い
含

む
）
が
１１
件
で
全
火
災
の
２２
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

【
救
急
】
出
動
件
数
は
９
千
７１１
件

で
前
年
比
１
千
９３
件
減
少
で
し
た
。

事
故
種
別
で
は
急
病
が
６
千
２５６
件
と

全
体
の
救
急
出
動
件
数
の
６４
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

搬
送
人
員
は
９
千
４７
人
で
前
年
比

１
千
４５
人
の
減
少
で
し
た
。
傷
病
程

度
別
で
は
軽
症
が
４
千
６３４
人
で
搬
送

人
員
全
体
の
５１
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
高
齢
者
（
６５
歳
以
上
）
の
搬
送

は
５
千
６９５
人
で
搬
送
人
員
全
体
の
６３

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

【
救
助
】
出
動
件
数
は
１６０
件
で
前

年
比
１０
件
の
増
加
で
し
た
。
そ
の
う

ち
、
活
動
件
数
は
９５
件
で
前
年
比
１

件
の
増
加
、
救
助
人
員
は
７９
人
で
前

年
比
５
人
の
増
加
で
し
た
。
事
故
種

別
で
は
建
物
な
ど
に
よ
る
事
故
が
７３

件
、
交
通
事
故
が
８
件
で
す
。

火
災
・
救
急
・
救
助
概
要
の
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
読
み
取

り
可
）
に
掲
載
。

問
市
消
防
局
情
報
管
理
課
!

７８３
・

０
１
２
３
。

◆
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
測
定
結
果
を
公
表

焼
却
炉

か
ら
排
出
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

今
年
度
測
定
結
果
は
上
表
の
通
り
全

て
基
準
値
を
下
回
り
ま
し
た
。

問
豊
中
市
伊
丹
市
ク
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
!

０６
・
６
８
４
１
・
５
７
７
１
。

◆
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
各
種
イ
ベ
ン
ト

豊
中
市
伊
丹
市
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

は
、
次
の
通
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
い
ず
れ
も
無
料
。

【
春
の
施
設
見
学
会
・
収
集
車
乗

車
体
験
】
▽
日
時
%
３
月
１６
日
㈫
午

前
１０
時
１０
分
〜
正
午
▽
内
容
%
施
設

見
学
や
収
集
車
へ
の
ご
み
投
入
・
乗

車
体
験
な
ど
▽
定
員
%
３０
人
。

【
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

サ
バ
が
世
界
を
救
う
」】
▽
日
時
%

１６
日
㈫
午
後
１
時
半
▽
内
容
%
鯖
や

社
長
の
右
田
孝
宣
さ
ん
に
よ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
目
標
１４
「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ

う
」
の
達
成
に
向
け
た
講
演
▽
定
員

%
６０
人
。

【
牛
乳
パ
ッ
ク
で
ビ
ッ
グ
ヨ
ー
ヨ

ー
作
り
】
▽
日
時
%
２１
日
㈰
午
後
１

〜
２
時
▽
定
員
%
２０
人
。

【
※
展
望
フ
ロ
ア
一
般
開
放
】▽
日

時
%
２１
日
㈰
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

（
施
設
見
学
は
午
前
１０
時
１５
分
、
１０

時
半
、午
後
１
時
半
。定
員
各
１０
人
。

先
着
順
）。当
日
直
接
、
会
場
へ
。

【
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
じ
め
て
講
座
】
▽
日
時
%
２８
日
㈰

午
後
１
時
半
（
荒
天
中
止
）
▽
内
容

%
２
本
の
ス
ト
ッ
ク
（
無
料
貸
し
出

し
）
を
使
用
し
て
歩
き
方
の
初
歩
か

ら
学
ぶ
講
座
な
ど
▽
対
象
・
定
員
%

小
学
生
以
上
２０
人
。

(
３
月
５
日
午
前
１０
時
か
ら
電
話

で
豊
中
伊
丹
ス
リ
ー
Ｒ
・
セ
ン
タ
ー

!

０６
・
６
８
４
１
・
８
１
５
２
へ

（
※
除
く
）。
先
着
順
。

火の取り扱いに注意
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ララ
スス
タタ
ホホ
ーー
ルル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

改
修
工
事
の
た
め
３
月
３１
日
㈬
ま

で
休
館
中
の
ラ
ス
タ
ホ
ー
ル
が
４
月

１
日
㈭
に
開
館
し
ま
す
。

貸
室
利
用
の
予
約
な
ど
は
、
電
話

で
ラ
ス
タ
ホ
ー
ル
へ
。

ラ
ス
タ
ホ
ー
ル
内
の
各
施
設
の
概

要
は
次
の
通
り
。

【
①
ラ
ス
タ
ホ
ー
ル
、
※
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ラ
ス
タ
】
▽
開
館
時
間
%
午

前
９
時
〜
午
後
９
時
（
※
は
午
前
１０

時
〜
午
後
９
時
半
。
い
ず
れ
も
日
曜

・
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
）
▽
休
館

日
%
火
曜
（
火
曜
が
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）、
年
末
年
始
。

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ラ
ス
タ
は
、
４
月

１
〜
１２
日
に
施
設
見
学
会
を
行
い
ま

す
（
要
予
約
）
。
３
月
１
日
か
ら
電

話
で
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ラ
ス
タ
へ
。

【
②
図
書
館
南
分
館
（
閲
覧
席
の

利
用
制
限
あ
り
）】
▽
開
館
時
間
%

午
前
９
時
半
〜
午
後
７
時
（
土
・
日

曜
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
）
▽
休

館
日
%
火
曜
（
火
曜
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）、
年
末
年
始
、
毎
月
末
日
。

【
③
南
野
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
】
▽
営
業
時
間
%
午
前
９
時
〜
午

後
１
時
半
▽
休
業
日
%
日
・
火
曜
、

年
末
年
始
。

【
④
笹
原
・
鈴
原
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
】
▽
営
業
時
間
%
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
半
▽
休
業
日
%
月
・

火
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
。

【
⑤
南
野
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
】

▽
営
業
時
間
%
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
半
▽
休
業
日
%
月
・
火
曜
、
祝

日
、
年
末
年
始
。

問
①
ラ
ス
タ
ホ
ー
ル
!

７８１
・
８
８

７
７
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ラ
ス
タ
!

７８１

・
４
８
８
８
、
②
図
書
館
南
分
館
!

７８３
・
２
７
７
５
（
３
月
２５
日
か
ら
!

７８１
・
７
３
３
３
）
、
③
ケ
ア
ハ
イ
ツ

い
た
み
!

７７３
・
２
２
８
６
（
４
月
１

日
か
ら
南
野
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
!

７８１
・
５
６
７
０
）
、
④
笹
原
・

鈴
原
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
!

７７３

・
６
２
２
３
、
⑤
南
野
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
!

７７３
・
６
０
５
５
。

◆
ラ
ス
タ
教
養
大
学
「
言
葉
文
化
コ

ー
ス
」

５
月
２４
日
〜
来
年
３
月
７

日
の
月
曜（
全
１０
回
）午
後
２
時
、
ラ

ス
タ
ホ
ー
ル
で
。
古
典
・
近
代
文
学

な
ど
、
言
葉
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
。

定
員
４０
人
。
受
講
料
９
千
円
。

(
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
３
月

１０
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
６６４
・
０
８

９
５
宮
ノ
前
１
―

１
―

３
東
リ

い
た

み
ホ
ー
ル
内
ラ
ス
タ
ホ
ー
ル
仮
事
務

所
（
!

７８１
・
８
８
７
７
）
へ
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

伊
丹
広
２
面

０
３
０
１
０
２

奥
❶
井
❷
尚
❸
億
❹
井
❺
奥
❻
藤
❼
井
❽
井

$
$
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$
$
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$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$

生
活
援
助
ヘ
ル
パ
ー
養
成

動
画
で
研
修
を
実
施

市
は
、
１６
歳
以
上
の
市
民
（
資
格

不
問
）
を
対
象
に
、
介
護
が
必
要
な

高
齢
者
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
生

活
援
助
を
提
供
す

る
上
で
、
必
要
な

知
識
を
習
得
す
る

た
め
の
研
修
を
実

施
し
ま
す
。
左
上
二
次
元
コ
ー
ド
で

電
子
申
請
を
。

◎
動
画
で
学
ぶ
「
介
護
に
関
す
る
入

門
的
研
修
」

市
は
、
こ
れ
ま
で
介

護
に
関
わ
り
が
な
か
っ
た
人
を
対
象

に
、
介
護
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識

な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
研
修
を

実
施
し
ま
す
。
下

二
次
元
コ
ー
ド
で

電
子
申
請
を
。

＊

＊

申
込
者
に
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
郵
送
し
ま

す
。
無
料
。

(
市
介
護
保
険
課
!

７８４
・
８
０
３

７
（
電
子
申
請
か
フ
ァ
ク
ス
７８４
・
８

０
０
６
も
可
）
へ
。
先
着
順
。

◆
こ
ど
も
食
堂
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施

市
は
、
子
ど
も
の

居
場
所
の
設
置
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
３
月
３１
日
ま
で
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
こ
ど
も
食
堂
な
ど
、
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
関
心
の
あ

る
人
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
読
み
取
り
可
）
か
ら
電
子

申
請
で
回
答
を
。

回
答
は
、
こ
れ
か
ら
、
こ
ど
も
食

堂
な
ど
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
開
設

を
考
え
て
い
る
人

が
必
要
と
し
て
い

る
支
援
を
把
握

し
、
開
設
支
援
策

の
改
良
な
ど
に
役
立
て
ま
す
。

問
市
く
ら
し
・
相
談
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
!

７８０
・
４
３
４
４
。

◎
子
ど
も
の
居
場
所
「
い
き
い
き
食

堂
」

３
月
１６
日
㈫
午
後
５
時
・
５

時
半
、
い
た
み
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
１

階
で
。

メ
ニ
ュ
ー
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。

定
員
各
２５
人
。参
加
料
各
１００
円（
中

学
生
以
上
各
３００
円
）。
先
着
順
。

問
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
!

７８０
・
１
０
４
５
。

◆
障
害
者
法
定
雇
用
率
を
改
正

３

月
１
日
か
ら
障
が
い
者
の
法
定
雇
用

率
が
０.１
％
引
き
上
げ
ら
れ
２.３
％
に
な

り
、
対
象
と
な
る
事
業
所
は
、
従
業

員
４３
・
５
人
以
上
に
広
が
り
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
丹
!

７７２
・
８

６
０
９
。

◆
障
害
者
雇
用
奨
励
金
制
度
の
利
用

を

市
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
市
内
在
住
の
障
が
い
者
を
雇
用
し

た
事
業
主
に
、
雇
用
奨
励
金
を
支
給

し
ま
す
。
交
付
対
象
者
な
ど
は
次
の

通
り
。

【
交
付
対
象
者
】
次
の
全
て
に
該

当
す
る
市
内
に
事
業
所
の
あ
る
事
業

主
▽
市
内
に
居
住
す
る
障
が
い
者
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
に
よ
り
常
用

労
働
者
と
し
て
新
た
に
雇
用
▽
奨
励

金
の
交
付
終
了
後
も
、
引
き
続
き
相

当
期
間
常
用
労
働
者
と
し
て
雇
用
す

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
▽
国
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助

成
金
を
受
給
し
て
い
る
。

【
支
給
対
象
期
間
】
雇
用
し
た
翌

月
か
ら
▽
重
度
障
が
い
者
%
１８
カ
月

経
過
後
１８
カ
月
間
▽
そ
の
他
%
１２
カ

月
経
過
後
１２
カ
月
間
。

【
支
給
月
額
】
１
万
円
（
６
カ
月

ご
と
）。

(
市
商
工
労
働
課
!

７８４
・
８
０
５

１
へ
。

接
種
し
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
１
年

以
上
、
市
民
生
活
や
社
会
全
体
に

大
き
な
負
の
影
響
を
及
ぼ
し
続
け

て
い
ま
す
。

市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は

感
染
拡
大
防
止
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
感
染
第
３
波
の
新
規
感
染

者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
医
療
現
場
の
ひ
っ
迫
が
今

な
お
続
く
と
と
も
に
、
第
４
波
の
襲

来
を
危
惧
す
る
専
門
家
も
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
感
染
を
収
束
さ
せ

る
切
り
札
が
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
接
種
を
受
け
た
人
は
体
内
に
免

疫
が
で
き
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
に

く
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
免
疫
を
持
っ
た
人
が
増
え

れ
ば
、
社
会
全
体
で
「
集
団
免
疫
」

が
獲
得
で
き
、
コ
ロ
ナ
感
染
は
収
束

に
向
か
い
ま
す
。

我
が
国
で
も
既
に
医
療
関
係
者
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
皆
さ
ん
へ
の
接
種
に
当

た
り
、
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
確
保
は
国

が
行
い
ま
す
が
、
具
体
の
接
種
は
市

の
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２０
万
市

民
に
接
種
と
な
る
と
大
事
業
で
す
。

こ
の
た
め
本
市
で
は
、
昨
年
か
ら

新
た
な
組
織
を
設
置
し
、
接
種
体

制
、
接
種
場
所
、
相
談
体
制
な
ど
に

つ
い
て
、
伊
丹
市
医
師
会
の
先
生
方

を
は
じ
め
医
療
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
が
順
調
に
進
め

ば
、
３
月
下
旬
、
高
齢
者
に
接
種
券

を
発
送
し
、
４
月
１
日
以
降
に
接
種

を
開
始
、
そ
の
他
の
皆
さ
ん
に
つ
い

て
は
、
４
月
中
に
接
種
券
を
発
送

し
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
な
ど
を
優

先
し
て
順
次
接
種
を
開
始
、
秋
ご
ろ

に
は
希
望
さ
れ
る
全
て
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
接
種
を
終
え
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
接
種
場
所
は
、
市
内
の
特

定
の
公
共
施
設
と
市
内
の
指
定
す
る

診
療
所
と
な
る
予
定
で
す
。

接
種
の
対
象
者
や
方
法
、
副
反
応

の
可
能
性
な
ど
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
す
る
質
問
は
、
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
本
紙
１

面
参
照
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
詳
細
な
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
本
紙
を
通
じ
て
決
定
次
第
、

随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

早
期
に
コ
ロ
ナ
禍
を
終
わ
ら
せ
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。（

市
長

藤
原
保
幸
）

ダイオキシン類の測定結果

m３Nは標準状態に換算した気体の体積を
表す単位。TEQは毒性等価換算濃度。１
ngは１０億分の１g。１pgは１兆分の１g

この広報紙は９万８００部作成し、印刷経費は１部あたり６円です（内訳：市負担分４円・広告収入分２円）

排ガス（単位：ng-TEQ/m３N）

基準値 ０.１

排水（単位：pg-TEQ/L）
基準値 １０

１号炉 ０.０００００２２
２号炉 ０.０００００２０
３号炉 ０.００００５７

工場排水 ０.００１４


